
高原町制施行 90周年
～５月関連事業～

５月24日　　第１回高原町制施行90周年

　　　　　　　SWC健幸グラウンド・ゴルフ大会
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頂いた寄附金は、町の発展のために次のような事業に活用しています◆寄附金の用途
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　ふるさと納税とは、生まれた故郷や応援したい自治体などに寄附を行い、後日

申請を行うことで、その寄附額の一部が所得税及び住民税から控除される仕組み

のことです。寄附金は、地域活性化や住民サービスの充実などに活用されます。

●ふるさと納税のメリット！

●ふるさと納税の自治体の使い道

　ふるさと納税の使い道として代表的なものは以下のとおりです。

　・地域活性化　・環境整備、自然保護　・復興支援　・動物保護

　・産業活性化　・教育　・子育て支援　・観光　・スポーツ振興

　近年、地方創生への関心が高まる中、企業版ふるさと納税は、地域活性化に欠かせない存在となっています。

本町もこの制度を活用し、様々なプロジェクトを推進しています。

令和５年度

16件

令和４年度

８件

令
和
５
年
度
は
次
の
企
業
か
ら
多
数

の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
公
表
に
つ
い
て
承
諾
を
い
た
だ
い
て

い
る
企
業
の
み
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

｟※

金
額
の
空
欄
は
非
公
表
｠

企業版関係人口づくり事業

　町にゆかりある企業（企業版関

係人口）に、高原町の課題解決や

活性化の一翼を担っていただくた

めの仕掛けや仕組みづくり

【具体的な事業案】

・企業版関係人口づくり

　推進協議会の活動

・体験型アクティビティ開発

高千穂峰環境整備事業

　天孫降臨の地であり日本発祥

の地である高原町・高千穂峰を、

町内外の方に楽しんでいただく

ための登山道をとりまくハード・

ソフトの環境整備

【具体的な事業案】

・高千穂峰登山道整備

・レストハウス再整備

温泉・サウナ環境向上事業

　高原町の貴重な資源である温泉

やサウナを活用し、『奥霧島温泉

郷』としてのブランドイメージの

確立と町への集客促進　

【具体的な事業案】

・「奥霧島温泉郷」PR関連事業

・サウナ大使の委嘱

企業名 金額

株式会社日光製作所

医療法人　雄信会 500,000円

ATLIKE 300,000円

高原ミネラル株式会社 500,000円

株式会社宮崎太陽銀行

株式会社長友総研 500,000円

株式会社カンパイ

医療法人　雄信会 500,000円

協働組合鹿児島みらい研究所

a-project株式会社 500,000円

他６社

合    計 13,901,200円

『高原町を未来へ！ 企業版ふるさと納税で支える地方創生プロジェクト』　企業版ふるさと納税とは、個人で行うふるさと納税とは異なり、企業が自治体

に対してふるさと納税を行う制度です。

　返礼品の制度はなく、応援する自治体やその自治体の事業に寄附するものとなっ

ています。

●企業版ふるさと納税のメリット！

ふるさと納税って何？

応援したい地域に貢献できる

　寄附金の使い道の観点から、

寄附先の自治体を選ぶこともで

きます。

寄附金控除を受けられる

　控除上限額内で寄附を行うと、

所得税の還付、住民税の控除を

受けることができます。

地域の特産品を受け取れる

　多くの自治体で寄附の返礼品

として特産物をお届けしていま

す。

企業版ふるさと納税って何？

地方創生に貢献

　いただいた寄附金は地域の観

光振興や地域産業の支援などに

活用されます。

法人税等の税負担軽減

　最大９割の税負担となる軽減

効果があります。

企業としてのPR効果

　自治体によって寄附いただい

た企業名をホームページや広報

誌等で紹介します。

企業の力で高原町を元気に！！
　高原町では寄附をいただいた企業にベネフィット

等も準備しています。高原町の取組に賛同いただき、

寄附を通じて持続可能な発展に協働していただける

企業を心よりお待ちしています。

【お問い合わせ先】

〒889-4492　宮崎県西諸県郡高原町大字西麓899

産業創生課　たかはるPR係

TEL0984-42-2128　FAX0984-42-4623

　E-mail　sangyou@town.takaharu.lg.jp

ふるさと納税ふるさと納税
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　令和６年度に宮崎県から１名の

職員が派遣されて来られました。

　令和６年度の高原町内小中学校の校長先生を紹介します。今回、

４名の校長先生が新たに転任して来られました。（※「◎」転任者）

令和６年度職員体制県からの派遣職員 小中学校　校長

退職者

区長会

　令和６年３月 31 日退職された

方は次のとおりです。

　令和６年４月から２年間、各区の代表としてご尽力いただく区長が決

定しました。区長会長には、永友重光区長（上後川内区）、副会長には、

石橋峰晴区長（北狭野区）が就任されました。〇新たに就任された区長

高原中学校　校長

西岡　雅弘
後川内中学校　校長

◎中川　浩伸
高原小学校　校長

◎武田　透

広原小学校　校長

東　篤志
狭野小学校　校長

◎津曲　健
後川内小学校　校長

◎福山　憲昭

荒殿　ヒロミ
田上　昌子
久徳　信二
中武　利仁
黒木　克英

髙原　寿志
入佐　和彦
内村　秀次
安田　香菜
林　麻理絵

〇引き続き就任される区長

前列左から　　

花堂区長　　　村田　経典

蒲牟田区長　　増田　正澄

北狭野区長　　石橋　峰晴

南狭野区長　　栢木　信治

湯之元区長　　松石　　忠

上後川内区長　永友　重光

下後川内区長　大浜　公芳

川平区長　　　川平　信男

後列左から

西広原区長　　西元　洋一

上広原区長　　西脇　京春

上麓区長　　　西村　四男

下麓区長　　　麦田　芳信

出口区長　　　中島　　勤

鹿児山区長　　小久保幸一

並木区長　　　山﨑　　隆

小塚区長　　　蒲生　義隆

教育総務課　教育対策監

安影　亜紀

祓川区長

宮永　吉郎
中平区長

𦚰𦚰𦚰𦚰𦚰

常盤台区長

長友　眞之

〇退任された方

祓川区　　

　西川　嘉宏

中平区　　

　古賀　孝治

下広原区　

　温谷　文雄

常盤台区　

　酒匂　一房

※下広原区は現在選考中

副 主 幹　　　　　　工　藤　陽　子

副 主 幹            井　口　かおり

副 主 幹　　　　　　中　西　春　代

副 主 幹　　　　　　園　田　智　美

副 主 幹　　　　　　新　田　　　彩

副 主 幹　　　　　　柞　木　　　誠

副 主 幹　　　　　　金　丸　　　恵

副 主 幹　　　　　　芝　　　香奈子

副 主 幹　　　　　　藤　本　由加理

副 主 幹　　　　　　釘　村　潤　作

副 主 幹　　　　　　田　上　江　美

副 主 幹　　　　　　五反田　竜　太

副 主 幹　　　　　　北之園　直　明

主　　査　　　　　　永　田　武　士

主　　査　　　　　　鶴　田　静　香

主任技師　　　　　　南　　　大　成

事務室事務長　　　　外　村　英　樹

事務室事務次長　  　小久保　祐　太

主　　事　　　　　　轟　木　聖　也

教育総務課　(直通 42-1484）

課　　長　　　　　　田　中　博　幸

教育対策監　　　　　安　影　亜　紀

学校教育係長　　　　山　下　浩　樹

指導主事　　　　　　柏　木　友　和

副 主 幹　　　　　　広　池　加奈子

主　　査　　　　　　鳥　井　恭　兵

課長補佐兼

社会教育係長　　　　寺　師　淳一郎

副 主 幹            原　田　朋　子

主任主事　　　　　　留　山　貴　裕

文化財係長（社会教育係兼務）

　　　　　　　　　　大　學　康　宏

主査（社会教育係兼務）

　　　　　　　　　　吉　元　伸　一

選挙管理委員会

書記長（併任）　　　 末　永　恵　治

書記（併任）　　　　 南　　　健一郎

書記（併任）　　　　 眞　方　康　孝

書記（併任）　　　 　今　西　光　大

公平委員会

主事（併任）　　　　 平　　　真　樹

主事（併任）　　　　 外　村　美保子

主事（併任）　　　　 小久保　さあや

  

固定資産評価審査委員会

書記（併任）　　　　 南　　　健一郎

　

監査 　 

書記（併任）　　　　 平　　　真　樹

書記（併任）　　　　 外　村　美保子

書記（併任）　　　　 小久保　さあや

副 主 幹　　　　　　石　山　直　美

主任主事　　　　　　末　永　貴　也

課長補佐（統括）兼

林務係長　　　　　　増　田　仁　志

副 主 幹　　　　　　恒　吉　昌　晃

農畜産振興課　（直通 42-5132）

課　　長　　　　　　平　川　昌　知

課長補佐（農産園芸・畜産担当）兼

農産園芸係長　　　　石　山　拓　磨

主　　事　　　　　　原　重　雄　大

畜産係長　　　　　　瀬戸山　博　文

主　　査　　　　　　鳥　集　悠　太

主任主事　　　　　　正入木　莉　奈

主　　事　　　　　　原　賀　絢　都

課長補佐（総括）兼

農村整備係長　　　　田　中　伸一郎

調 整 官　　　　　　中屋敷　一  郎

主　　査　　　　　　下　村　裕　太

主任主事（農産園芸係兼務）　　　　

　　　　　　　　　　瀬戸口　洋  介

建設水道課　（直通 42-4959）

課　　長　　　　　　酒  匂　政  利

管理係長    　　　　藤　本　淳　志

主　　幹　　　　　　上　野　早百合

主任主事　　　　　　西　　　亮　介

建設係長　　　　　　金　丸　　　隆

副 主 幹            川　平　　　誠

主任主事　　　　　　吉  元　翔  平

主　　事　　　　　　東　　　優　汰

水道係長　　　　　　古　川　潤　二

主　　査　　　　　　宮　地　隆　行

議会事務局　（直通 42-5138）

事務局長　　　　 　 平　　　真　樹

事務局次長　　　　  外　村　美保子

副 主 幹            小久保　さあや

農業委員会事務局　（直通 42-5134）

事務局長（併任） 　　中別府　和　也

事務局次長（併任）　 田　原　修　司

副主幹（併任）　 　　石　山　直　美

主　　査　　　　　　榎　田　さや佳

主任主事　　　　　　二　宮　航　大

国民健康保険高原病院(直通 42-1022）

病 院 長　　　　　　池　田　直　徳

主　　幹　　　　　　池　村　健　一

副 主 幹　　　　　　福　岡　のり子

副 主 幹　　　　　　塩　見　慎　吾

副 主 幹　　　　　　髙　石　亜沙美

副 主 幹　　　　　　横　山　亜沙子

副 主 幹　　　　　　相　村　崇　成

主　　査　　　　　　串　間　憂　也

主　　査　　　　　　松　元　英　里

看護総師長　　　　　古　川　裕　恵

看護師長　　　　　　中別府　千　重

看護師長　　　　　　梅　木　千　恵

副 主 幹            松　田　純　代

副 主 幹　　　　　　東　　　浩　二

副 主 幹　　　　　　新　福　浩　史

副 主 幹　　　　　　松　﨑　幸　子

課長補佐兼環境係長　海老原　俊一郎

主任主事　　　　　　石　崎　宙　也

保険係長　　　　　　山　路　昌　志

副 主 幹　　　　　　岸　元　あずさ

主　　査　　　　　　西　元　隆太朗

主　　査　　　　　　大　坪　由　良

福祉課　(直通 21-2422) 

課　　長　　　　　　馬　場　倫　代

課長補佐（総括） 　　釜　　　真由美

課長補佐（福祉担当）兼

福祉係長　　　　　　岸　元　誠　樹

主　　査　　　　　　黒　木　智　也

主任主事　　　　　　川　平　直　人

高齢者あんしん係長　小久保　隆　佳

主　　幹　　　　　　里　岡　百合子

副 主 幹　　　　　　岡　元　貴　博

副 主 幹　　　　　　山　路　直　樹

主　　査　　　　　　下　村　美　樹

主　　査　　　　　　大　迫　拓　也

養護老人ホーム峰寿園　(直通 42-1336) 

園　　長　　　　　　中  原　圭一郎

副 園 長　　　　　　東　郷　啓　之

副主幹（健康課健康推進係兼務）　　

　     　　　　　　 小　城　　　恵

副 主 幹　　　　　　古　川　裕　子

副 主 幹　　　　　　六部一　沙矢香

副 主 幹　　　　　　久保田　雄　一

主　　査　　　　　　曽　山　純　子

健康課　(直通 42-4820) 

課　　長　　　　　　中　村　みどり

課長補佐（総括）兼

健康推進係長　　　　今塩屋　博　子

副主幹（福祉課高齢者あんしん係兼務）

　　　      　　　　持　井　　　康

主任主事　　　　　  長　友　将　伍

主任技師（子育て支援係兼務）　　　

　         　　　 　中　村　光　希

課長補佐（子育て支援担当）兼

子育て支援係長  　　清  永　加代子

副主幹（健康推進係兼務）　　　　　

　　　　　　　　　　古　市　亜由美

主　　査　　　　　　林　　　史　弥

主査（健康推進係兼務）

　　　　　　　　　　桐　原　結　花

主任主事　　　　　　留　山　裕　伍

産業創生課　（直通 42-2128）

課　　長　　　　　　森　山　　　業

たかはるＰＲ係長　　江　南　智　玄

副 主 幹　　　　　　唐仁原　美　和

主　　査　　　　　　石ヶ野　慎  也

主　　査　　　　　　田　原　雄太郎

商工観光係長　　　　大　丸　晋　平

副 主 幹　　　　　　有　村　和　俊

主　　事　　　　　　山　村　凱　斗

農政林務課　（直通 42-5134）

課　　長　　　　　　中別府　和　也

課長補佐（農政企画担当）兼

農政企画係長　　　　田　原　修　司

町　　長　　　　　　高　妻　経　信

副 町 長　　　　　　横　山　安　博

教 育 長　　　　　　西　田　次　良

総務課　（直通 42-2112）

統括主監　　　　　　花牟禮　秀　隆

課　　長　　　　　　末　永　恵　治

行政係長　　　　　  南　  　健一郎

主　　査　　　　　　眞　方　康　孝

主　　査　　　　 　 今　西　光　大

主　　査　　　　 　 早　野  由利加

主任主事　　　　　　山　下　杏　奈

財政係長　　　  　　芝　田　和　之

主　　査　　　　　　新　福　竜　太

主任主事　　　　　　瀬　戸　皓　太

課長補佐兼

危機管理係長　　　　瀬戸山　幸　一

主　　査　　　　　　中　村　真　琴

宮崎県庁派遣　　　　東　　　一　樹

宮崎県庁派遣　　　　瀬戸口　祥　平

公益財団法人宮崎県市町村振興協会派遣

　　　　　　　　　　中　嶋　秀　一

総務課付　　　　　　山　内　翔　太

総務課付            高　尾　千　春

総務課付　　　　　　岡　田　良　博

総務課付　　　　　　東　 　 康　太

総務課付　　　　　　山　下　未　紀

総務課付　　　　　　小　城　大　和

総合政策課  ( 直通 42-2115)

課　　長　　　　　　横　田　秀　二

課長補佐兼

企画政策係長    　　高野瀬　博　文

副 主 幹　　　　　　清　水　梨　那

(宮崎県交流職員 )

主　　査　　　　　　古　川　一　将

主　　査　　　　　　平　部　真　也

デジタル推進係長（企画政策係兼務）

　　　　　　　　　　久保田　修　平

主査（企画政策係兼務）

　　　　　　　　　　髙　原　太　郎

税務会計課　（直通 42-2113）

　　　　　　(※会計室直通 42-2114)

会計管理者兼課長　　中　嶋　雄　二

課税係長　　　　　　六部一　智　久

副 主 幹　　　　　　松　尾　一　成

主　　査　　　　　　中別府　宏　貴

主　　査　　　　　　井　尻　詩　織

主任主事（徴収係兼務）　　　　　　

　　　　　　　　　　柴　内　雅　史

主任主事　　　　　　末　山　香　織

徴収係長　　　　　　上　山　順　司

副 主 幹　　　　　　正入木　潤　一

会計室長　　　　　　山　路　富志子

主　　査　　　　　　中　川　裕　佳

主　　査　　　　　　磯　脇　めぐみ

町民課　（直通 42-1067）

課　　長　　　　　　江　田　雅  宏

主幹兼住民係長　　　坂之下　ふじみ

主　　査　　　　　　德　井　美由希

主　　査 　　　　　 竹　田　善　彦
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　令和６年度に宮崎県から１名の

職員が派遣されて来られました。

　令和６年度の高原町内小中学校の校長先生を紹介します。今回、

４名の校長先生が新たに転任して来られました。（※「◎」転任者）

令和６年度職員体制県からの派遣職員 小中学校　校長

退職者

区長会

　令和６年３月 31 日退職された

方は次のとおりです。

　令和６年４月から２年間、各区の代表としてご尽力いただく区長が決

定しました。区長会長には、永友重光区長（上後川内区）、副会長には、

石橋峰晴区長（北狭野区）が就任されました。〇新たに就任された区長

高原中学校　校長

西岡　雅弘
後川内中学校　校長

◎中川　浩伸
高原小学校　校長

◎武田　透

広原小学校　校長

東　篤志
狭野小学校　校長

◎津曲　健
後川内小学校　校長

◎福山　憲昭

荒殿　ヒロミ
田上　昌子
久徳　信二
中武　利仁
黒木　克英
足立　由麻

髙原　寿志
入佐　和彦
内村　秀次
安田　香菜
林　麻理絵

〇引き続き就任される区長

前列左から　

花堂区長　　　村田　経典

蒲牟田区長　　増田　正澄

北狭野区長　　石橋　峰晴

南狭野区長　　栢木　信治

湯之元区長　　松石　　忠

上後川内区長　永友　重光

下後川内区長　大浜　公芳

川平区長　　　川平　信男

後列左から

西広原区長　　西元　洋一

上広原区長　　西脇　京春

上麓区長　　　西村　四男

下麓区長　　　麦田　芳信

出口区長　　　中島　　勤

鹿児山区長　　小久保幸一

並木区長　　　山﨑　　隆

小塚区長　　　蒲生　義隆

教育総務課　教育対策監

安影　亜紀

祓川区長

宮永　吉郎
中平区長

𦚰𦚰𦚰𦚰𦚰

常盤台区長

長友　眞之

〇退任された方

祓川区　　

　西川　嘉宏

中平区　　

　古賀　孝治

下広原区　

　温谷　文雄

常盤台区　

　酒匂　一房

※下広原区は現在選考中

副 主 幹　　　　　　工　藤　陽　子

副 主 幹            井　口　かおり

副 主 幹　　　　　　中　西　春　代

副 主 幹　　　　　　園　田　智　美

副 主 幹　　　　　　新　田　　　彩

副 主 幹　　　　　　柞　木　　　誠

副 主 幹　　　　　　金　丸　　　恵

副 主 幹　　　　　　芝　　　香奈子

副 主 幹　　　　　　藤　本　由加理

副 主 幹　　　　　　釘　村　潤　作

副 主 幹　　　　　　田　上　江　美

副 主 幹　　　　　　五反田　竜　太

副 主 幹　　　　　　北之園　直　明

主　　査　　　　　　永　田　武　士

主　　査　　　　　　鶴　田　静　香

主任技師　　　　　　南　　　大　成

事務室事務長　　　　外　村　英　樹

事務室事務次長　  　小久保　祐　太

主　　事　　　　　　轟　木　聖　也

教育総務課　(直通 42-1484）

課　　長　　　　　　田　中　博　幸

教育対策監　　　　　安　影　亜　紀

学校教育係長　　　　山　下　浩　樹

指導主事　　　　　　柏　木　友　和

副 主 幹　　　　　　広　池　加奈子

主　　査　　　　　　鳥　井　恭　兵

課長補佐兼

社会教育係長　　　　寺　師　淳一郎

副 主 幹            原　田　朋　子

主任主事　　　　　　留　山　貴　裕

文化財係長（社会教育係兼務）

　　　　　　　　　　大　學　康　宏

主査（社会教育係兼務）

　　　　　　　　　　吉　元　伸　一

選挙管理委員会

書記長（併任）　　　 末　永　恵　治

書記（併任）　　　　 南　　　健一郎

書記（併任）　　　　 眞　方　康　孝

書記（併任）　　　 　今　西　光　大

公平委員会

主事（併任）　　　　 平　　　真　樹

主事（併任）　　　　 外　村　美保子

主事（併任）　　　　 小久保　さあや

固定資産評価審査委員会

書記（併任）　　　　 南　　　健一郎

監査

書記（併任）　　　　 平　　　真　樹

書記（併任）　　　　 外　村　美保子

書記（併任）　　　　 小久保　さあや

副 主 幹　　　　　　石　山　直　美

主任主事　　　　　　末　永　貴　也

課長補佐（統括）兼

林務係長　　　　　　増　田　仁　志

副 主 幹　　　　　　恒　吉　昌　晃

農畜産振興課　（直通 42-5132）

課　　長　　　　　　平　川　昌　知

課長補佐（農産園芸・畜産担当）兼

農産園芸係長　　　　石　山　拓　磨

主　　事　　　　　　原　重　雄　大

畜産係長　　　　　　瀬戸山　博　文

主　　査　　　　　　鳥　集　悠　太

主任主事　　　　　　正入木　莉　奈

主　　事　　　　　　原　賀　絢　都

課長補佐（総括）兼

農村整備係長　　　　田　中　伸一郎

調 整 官　　　　　　中屋敷　一  郎

主　　査　　　　　　下　村　裕　太

主任主事（農産園芸係兼務）

　　　　　　　　　　瀬戸口　洋  介

建設水道課　（直通 42-4959）

課　　長　　　　　　酒  匂　政  利

管理係長    　　　　藤　本　淳　志

主　　幹　　　　　　上　野　早百合

主任主事　　　　　　西　　　亮　介

建設係長　　　　　　金　丸　　　隆

副 主 幹            川　平　　　誠

主任主事　　　　　　吉  元　翔  平

主　　事　　　　　　東　　　優　汰

水道係長　　　　　　古　川　潤　二

主　　査　　　　　　宮　地　隆　行

議会事務局　（直通 42-5138）

事務局長　　　　 　 平　　　真　樹

事務局次長　　　　  外　村　美保子

副 主 幹            小久保　さあや

農業委員会事務局　（直通 42-5134）

事務局長（併任） 　　中別府　和　也

事務局次長（併任）　 田　原　修　司

副主幹（併任）　 　　石　山　直　美

主　　査　　　　　　榎　田　さや佳

主任主事　　　　　　二　宮　航　大

国民健康保険高原病院(直通 42-1022）

病 院 長　　　　　　池　田　直　徳

主　　幹　　　　　　池　村　健　一

副 主 幹　　　　　　福　岡　のり子

副 主 幹　　　　　　塩　見　慎　吾

副 主 幹　　　　　　髙　石　亜沙美

副 主 幹　　　　　　横　山　亜沙子

副 主 幹　　　　　　相　村　崇　成

主　　査　　　　　　串　間　憂　也

主　　査　　　　　　松　元　英　里

看護総師長　　　　　古　川　裕　恵

看護師長　　　　　　中別府　千　重

看護師長　　　　　　梅　木　千　恵

副 主 幹            松　田　純　代

副 主 幹　　　　　　東　　　浩　二

副 主 幹　　　　　　新　福　浩　史

副 主 幹　　　　　　松　﨑　幸　子

課長補佐兼環境係長　海老原　俊一郎

主任主事　　　　　　石　崎　宙　也

保険係長　　　　　　山　路　昌　志

副 主 幹　　　　　　岸　元　あずさ

主　　査　　　　　　西　元　隆太朗

主　　査　　　　　　大　坪　由　良

福祉課　(直通 21-2422)

課　　長　　　　　　馬　場　倫　代

課長補佐（総括） 　　釜　　　真由美

課長補佐（福祉担当）兼

福祉係長　　　　　　岸　元　誠　樹

主　　査　　　　　　黒　木　智　也

主任主事　　　　　　川　平　直　人

高齢者あんしん係長　小久保　隆　佳

主　　幹　　　　　　里　岡　百合子

副 主 幹　　　　　　岡　元　貴　博

副 主 幹　　　　　　山　路　直　樹

主　　査　　　　　　下　村　美　樹

主　　査　　　　　　大　迫　拓　也

養護老人ホーム峰寿園　(直通 42-1336)

園　　長　　　　　　中  原　圭一郎

副 園 長　　　　　　東　郷　啓　之

副主幹（健康課健康推進係兼務）

　     　　　　　　 小　城　　　恵

副 主 幹　　　　　　古　川　裕　子

副 主 幹　　　　　　六部一　沙矢香

副 主 幹　　　　　　久保田　雄　一

主　　査　　　　　　曽　山　純　子

健康課　(直通 42-4820)

課　　長　　　　　　中　村　みどり

課長補佐（総括）兼

健康推進係長　　　　今塩屋　博　子

副主幹（福祉課高齢者あんしん係兼務）

　　　      　　　　持　井　　　康

主任主事　　　　　  長　友　将　伍

主任技師（子育て支援係兼務）

　         　　　 　中　村　光　希

課長補佐（子育て支援担当）兼

子育て支援係長  　　清  永　加代子

副主幹（健康推進係兼務）

　　　　　　　　　　古　市　亜由美

主　　査　　　　　　林　　　史　弥

主査（健康推進係兼務）

　　　　　　　　　　桐　原　結　花

主任主事　　　　　　留　山　裕　伍

産業創生課　（直通 42-2128）

課　　長　　　　　　森　山　　　業

たかはるＰＲ係長　　江　南　智　玄

副 主 幹　　　　　　唐仁原　美　和

主　　査　　　　　　石ヶ野　慎  也

主　　査　　　　　　田　原　雄太郎

商工観光係長　　　　大　丸　晋　平

副 主 幹　　　　　　有　村　和　俊

主　　事　　　　　　山　村　凱　斗

農政林務課　（直通 42-5134）

課　　長　　　　　　中別府　和　也

課長補佐（農政企画担当）兼

農政企画係長　　　　田　原　修　司

町　　長　　　　　　高　妻　経　信

副 町 長　　　　　　横　山　安　博

教 育 長　　　　　　西　田　次　良

総務課　（直通 42-2112）

統括主監　　　　　　花牟禮　秀　隆

課　　長　　　　　　末　永　恵　治

行政係長　　　　　  南　  　健一郎

主　　査　　　　　　眞　方　康　孝

主　　査　　　　 　 今　西　光　大

主　　査　　　　 　 早　野  由利加

主任主事　　　　　　山　下　杏　奈

財政係長　　　  　　芝　田　和　之

主　　査　　　　　　新　福　竜　太

主任主事　　　　　　瀬　戸　皓　太

課長補佐兼

危機管理係長　　　　瀬戸山　幸　一

主　　査　　　　　　中　村　真　琴

宮崎県庁派遣　　　　東　　　一　樹

宮崎県庁派遣　　　　瀬戸口　祥　平

公益財団法人宮崎県市町村振興協会派遣

　　　　　　　　　　中　嶋　秀　一

総務課付　　　　　　山　内　翔　太

総務課付            高　尾　千　春

総務課付　　　　　　岡　田　良　博

総務課付　　　　　　東　 　 康　太

総務課付　　　　　　山　下　未　紀

総務課付　　　　　　小　城　大　和

総合政策課  ( 直通 42-2115)

課　　長　　　　　　横　田　秀　二

課長補佐兼

企画政策係長    　　高野瀬　博　文

副 主 幹　　　　　　清　水　梨　那

(宮崎県交流職員 )

主　　査　　　　　　古　川　一　将

主　　査　　　　　　平　部　真　也

デジタル推進係長（企画政策係兼務）

　　　　　　　　　　久保田　修　平

主査（企画政策係兼務）

　　　　　　　　　　髙　原　太　郎

税務会計課　（直通 42-2113）

　　　　　　(※会計室直通 42-2114)

会計管理者兼課長　　中　嶋　雄　二

課税係長　　　　　　六部一　智　久

副 主 幹　　　　　　松　尾　一　成

主　　査　　　　　　中別府　宏　貴

主　　査　　　　　　井　尻　詩　織

主任主事（徴収係兼務）

　　　　　　　　　　柴　内　雅　史

主任主事　　　　　　末　山　香　織

徴収係長　　　　　　上　山　順　司

副 主 幹　　　　　　正入木　潤　一

会計室長　　　　　　山　路　富志子

主　　査　　　　　　中　川　裕　佳

主　　査　　　　　　磯　脇　めぐみ

町民課　（直通 42-1067）

課　　長　　　　　　江　田　雅  宏

主幹兼住民係長　　　坂之下　ふじみ

主　　査　　　　　　德　井　美由希

主　　査 　　　　　 竹　田　善　彦
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Town　Topics

地域地域を守る消防団　入退団式を挙行
　

　４月７日、ほほえみ館神武ホールで高原町消防団入退団式

が挙行され、退団者及び新入団員並びに新年度の各部役職者

へ辞令が交付されたほか、各表彰の受賞伝達が行われました。

　退団者には、今後も消防行政への支援をお願いし、新入団

員には、町民の生命と財産を守るため１日も早く消防技術を

身に着け火災、災害対応に尽力いただくようお願いがありま

した。表彰者及び入退団者並びに新年度部長は次のとおりで

す。（順不同・敬称略）

〇表彰者

　消防庁長官表彰　永年勤続功労章

　第２部　団　員　森山　昌樹

　日本消防協会定例表彰　精績章　

　第７部　団　員　尾曲　洋一

　日本消防協会定例表彰　勤続章　

　第５部　団　員　大谷　勇

〇退団者

　元中央部　部　長　黒木　克英

　元第２部　部　長　内田　裕治

　元第２部　部　長　久保田　和彦

　元第４部　副部長　寺坂　秋光

　元第４部　副部長　温水　道浩

　元第５部　団　員　奥　琢人

〇入団者

　第２部　団　員　平部　真也

　第２部　団　員　川合　一生

　第４部　団　員　石山　翔平

　第４部　団　員　神田橋　光佑

　第５部　団　員　平川　貴稀

〇令和６年度部長

　女性部　部　長　末山　香織

　中央部　部　長　荒殿　和博

　第１部　部　長　鳥井　恭兵

　第２部　部　長　鳥集　悠平

　第３部　部　長　福澤　卓志

　第４部　部　長　横山　敬史

　第５部　部　長　柴内　雅史

　第６部　部　長　鳥集　悠太

　第７部　部　長　久保田　恭平

ありありがとうを歌声に乗せて

　４月６日、並木公民館で『みやまコーラス 30 周年記念コ

ンサート』が行われました。

　当日は、大勢の方が来場され、懐かしい曲や童謡、高原町

をテーマにした曲など、みやまコーラスの皆さんが奏でる

心温まる綺麗なハーモニーに魅了されていました。

　また、会場全体での合唱もあり、来場された方は思い思い

に歌を楽しんでいました。

地域地域の福祉を支える
　

　４月１日、民生委員・児童委員の尾上茂子さん（下麓区）

が退任され、新たに眞方美保子さん（下麓区）が民生委員・

児童委員として就任されました。

　民生委員・児童委員は、社会福祉の精神をもって住民の

皆さんからの社会福祉に関わる相談に応じたり、支援を行

う推進役として活動を行います。眞方さんの任期は令和７

年 11 月 30 日までです。福祉に関することなど、お気軽にご

相談ください。 　左から　尾上さん、眞方さん　左から　尾上さん、眞方さん

まちのわだい

音楽〇審査結果（順不同・敬称略）

　【肉用種種牛の部　グランドチャンピオン】

　第３類『あい』号　（血統：諒太郎×華春福×安福久）

　出品者：内村　芳照（上麓区）

　【乳用種種牛の部　グランドチャンピオン】

　第２類『SH683 ブンク アミユレツト カルア』号

　出品者：合同会社　石山牧場（常盤台区）

　【肉牛枝肉の部　グランドチャンピオン】

　『虎次郎』号　（血統：耕富士×勝平正×福之国）

　出品者：鳥丸　軍三（花堂区）　左から　内村さん、石山さん、鳥丸さん　左から　内村さん、石山さん、鳥丸さん

第47回第47回高原町総合畜産共進会開催！
　

　３月29日、４月４日の２日間にわたり、第47回高原町総合畜産共進会

（枝肉の部・（株）ミヤチク高崎工場、種畜の部・畜産振興センター）が

開催されました。

　今回の共進会には、肉用種種牛の部に72頭、乳用種種牛の部に９頭、

肉牛枝肉の部に22頭の合計103頭の出品がありました。会場内では、町

制施行90周年を記念し、当共進会を記録した写真展示コーナーの設置、

地産地消と消費拡大運動への取組として、町内肥育農家で肥育された宮

崎牛の販売と酪農家による牛乳のふるまいも行われ、町内畜産農家、関

係者が一堂に会する盛大な共進会となりました。

地域地域住民と企業が協働した地域づくり
　

　３月31日、鹿児山自治公民館の取組として、おてらんば

展望台周辺にツツジとシャクナゲの植栽が行われました。

　当日は25名の方が参加し、220本のツツジと18本のシャクナ

ゲが植えられました。このうち、シャクナゲの苗は有限会

社　高山三幸観光・宮崎（濵松修三代表取締役）が寄贈さ

れたもので、地域の住民と企業が一体となって地域づくりを

行いました。現在、おてらんば展望台周辺には900本の花や樹

木が植えられており、多くの方が訪れる観光地となっています。

安全安全な学校生活のために
　

　３月 25 日、宮崎県生コンクリート協同組合連合会（木田正

美会長）及び西諸地区生コンクリート事業協同組合（西村賢

一理事長）から、新小学１年生へ防犯ブザーの寄贈と３万円

の寄附がありました。

　これは、新入学生へ防犯の意識を高めようと毎年行われて

いるものです。子どもたちは防犯のために各自がランドセル

につけて、意識の向上に努めています。
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が挙行され、退団者及び新入団員並びに新年度の各部役職者

へ辞令が交付されたほか、各表彰の受賞伝達が行われました。
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　第７部　団　員　尾曲　洋一

　日本消防協会定例表彰　勤続章　

　第５部　団　員　大谷　勇
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　第４部　団　員　石山　翔平

　第４部　団　員　神田橋　光佑
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〇令和６年度部長

　女性部　部　長　末山　香織

　中央部　部　長　荒殿　和博

　第１部　部　長　鳥井　恭兵

　第２部　部　長　鳥集　悠平

　第３部　部　長　福澤　卓志

　第４部　部　長　横山　敬史

　第５部　部　長　柴内　雅史

　第６部　部　長　鳥集　悠太

　第７部　部　長　久保田　恭平

ありありがとうを歌声に乗せて

　４月６日、並木公民館で『みやまコーラス 30 周年記念コ

ンサート』が行われました。

　当日は、大勢の方が来場され、懐かしい曲や童謡、高原町

をテーマにした曲など、みやまコーラスの皆さんが奏でる

心温まる綺麗なハーモニーに魅了されていました。

　また、会場全体での合唱もあり、来場された方は思い思い

に歌を楽しんでいました。

地域地域の福祉を支える
　

　４月１日、民生委員・児童委員の尾上茂子さん（下麓区）

が退任され、新たに眞方美保子さん（下麓区）が民生委員・

児童委員として就任されました。

　民生委員・児童委員は、社会福祉の精神をもって住民の

皆さんからの社会福祉に関わる相談に応じたり、支援を行

う推進役として活動を行います。眞方さんの任期は令和７

年 11 月 30 日までです。福祉に関することなど、お気軽にご

相談ください。 　左から　尾上さん、眞方さん　左から　尾上さん、眞方さん
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ほほえみ館通信
　健康に関するわだいをお届けします　『自分の健康は自分で守りましょう』

【お問い合わせ先】 　　健康課子育て支援係　☎ 21－２４２３

子どもの予防接種のお知らせ子どもの予防接種のお知らせ
高原町では、感染症から子どもたちを守るために、予防接種事業に取り組んでいます。

ワクチンの内容は次のとおりです。かかりつけのお医者さんと相談しながら進めましょう。

※就学前 1年間で接種する予防接種がありますので、お忘れのないように今一度ご確認をお願いします。

※ご不明な点は『健康課　子育て支援係』までお問い合わせください。

ワクチン 接種回数

Ｂ型肝炎 ３回

ヒブ 初回 生後２か月から５歳に至るまで ３回

(インフルエンザ菌ｂ型) 追加 初回接種終了後７か月～13か月後 １回

初回 生後２か月から５歳に至るまで ３回

追加 初回接種終了後60日以上の間隔をおいて １回

四種混合

　ジフテリア

　百日せき 初回接種終了後

　破傷風 12か月～18か月後

　不活化ポリオ 11歳以上13歳未満

(二種混合)

五種混合

　ジフテリア

　百日せき 初回接種終了後

　破傷風 ６か月～18か月後

　不活化ポリオ 11歳以上13歳未満

　ヒブ (二種混合)

ＢＣＧ １回

第１期 １歳から２歳に至るまで １回

第２期 小学校就学前１年間 １回

第１期初回 生後６か月から７歳６か月に至るまで ２回

第１期追加 初回接種終了後６か月以上経過した後 １回

第２期 ９歳以上13歳未満 １回

出生６週０日後から24週０日後までの間

出生６週０日後から32週０日後までの間

水痘 ２回

２回

３回

小児用肺炎球菌

麻しん風しん（MR）混合

第２期 １回

第１期初回

第１期追加

対象年齢・時期

１歳に至るまで

第１期初回 生後２か月から７歳６か月に至るまで ３回

第１期追加 １回

第２期 １回

生後２か月から７歳６か月に至るまで ３回

１回

１歳に至るまで

日本脳炎

１歳から３歳に至るまで

１価

５価
ロタウイルス

ワクチン 接種回数

三種混合 １回

流行性耳下腺炎 第１期 生後１歳から生後２歳に至るまで １回

（おたふくかぜ） 第２期 小学校就学前1年間 １回

対象年齢

小学校就学前1年間

【定期接種】

【任意接種】

五種混合とは・・・今までの四種混合に、令和６年４月１日からヒブが追加されたものです。四種混合とヒブの

　　　　　　　　　接種が終了していない方で、希望される方は、かかりつけ医にご相談ください。

まちのわだいTown　Topics

町木町木『たちばな』で町の特産品を
　

　４月19日、高原町役場にて『たかはる・たちばな特産品

コンテスト』の説明会が行われました。

　これは、町木の『たちばな』を活用した特産品を開発す

ることを目的に７月に開催されるコンテストに向けて行わ

れたもので、当日は町内外から20名の事業者や高校生が参

加しました。事業の概要説明の他、３名の講師による『た

ちばな』に関する歴史や商品開発における名称、デザイン

等の重要性などの講演も行われました。

災害災害時に備えて協定を締結
　

　４月16日、高原町役場にて、町内に事業所を置く株式会

社勝吉木材（勝吉力斗代表取締役）と高原町による、『災

害時における応急対策業務等に関する協定』の締結式を行

いました。

　この協定は、本町で災害が発生した場合に、町の管理す

る公共土木施設等における応急対策業務等を町と連携して

実施していただくものです。これにより、災害の早期復旧

を図ることが期待されます。

全国全国からデコトラが集う！
　

　４月14日、高原町総合運動公園で一般社団法人Dream　

Hope（永原伸也代表理事）主催の石川県能登半島復興支援

チャリティーイベントin高原が開催されました。

　当日は、全国から221台のデコトラと198台の旧車が展示

され、県内外から多くの方の来場がありました。地元有志

の交通整備の協力や都城高校ブラスバンド部の演奏なども

あり、大いに盛り上がりをみせました。チャリティーでは

100,782円の寄附金が集まり、被災地へと贈られました。

登山登山シーズンの到来を告げる山開き
　

　４月13日、高原町観光協会の主催で『高千穂峰山開き登

山会』が開催されました。

　当日は、町内外から20名程度の方が参加され、皇子原神

社の鳥居前で安全祈願の神事を行った後、天孫降臨コース

から高千穂峰山頂を目指しました。

　登山開始直後は、あいにくの雨でしたが、次第に晴れ間

も見え、参加者の方は、眺望や天孫降臨コースならではの

植生などを思い思いに楽しんでいました。
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ほほえみ館通信
　健康に関するわだいをお届けします　『自分の健康は自分で守りましょう』
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流行性耳下腺炎 第１期 生後１歳から生後２歳に至るまで １回

（おたふくかぜ） 第２期 小学校就学前1年間 １回

対象年齢

小学校就学前1年間

【定期接種】

【任意接種】

五種混合とは・・・今までの四種混合に、令和６年４月１日からヒブが追加されたものです。四種混合とヒブの

　　　　　　　　　接種が終了していない方で、希望される方は、かかりつけ医にご相談ください。

11  R6.5.1　No.757



最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

　

一
昨
年
の
９
月
に
宮
崎
県
に
襲

来
し
た
台
風
14
号
に
よ
り
、
高
原

町
で
は
常
盤
台
水
源
地
周
辺
の
山

林
が
崩
壊
し
、
町
内
の
75
％
の
世

帯
で
断
水
が
発
生
し
、
日
常
生
活

や
事
業
所
、
学
校
な
ど
で
水
が
利

用
で
き
な
い
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

断
水
の
間
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は

多
大
な
ご
不
自
由
を
お
掛
け
し
ま

し
た
が
、
業
者
の
懸
命
な
復
旧
作

業
に
よ
り
断
水
か
ら
10
日
目
に
仮

復
旧
工
事
が
完
了
し
、
給
水
を
再

開
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現

在
、
水
源
地
周
辺
で
は
山
林
法
面
、

進
入
道
路
及
び
水
道
施
設
の
復
旧

工
事
が
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

断
水
に
よ
る
影
響
は
、
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
は
も
と
よ
り
、
給
水
区

域
全
体
の
社
会
経
済
活
動
に
及
ぶ

こ
と
を
経
験
し
ま
し
た
。
一
方
で

私
た
ち
町
民
は
、
水
の
大
切
さ
や

霧
島
山
か
ら
の
湧
水
に
恵
ま
れ
た

豊
か
な
地
域
に
住
ん
で
い
る
こ
と

も
改
め
て
感
じ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
、
私
た
ち
は
、
蛇
口
を
開

け
れ
ば
安
全
な
水
を
い
く
ら
で
も

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
私
た
ち
に
と
っ
て
ご
く
当
た

り
前
の
こ
と
で
す
が
、
こ
こ
ま
で

に
は
先
人
た
ち
の
長
期
に
渡
る
相

当
な
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
高
原
町
の
水
道
施
設

整
備
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

高
原
町
内
の
水
道
施
設
の
整
備

は
、
昭
和
25
年
か
ら
計
画
的
に
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
は
井
戸
水
や
水
田
の
用
水
が
飲

用
や
生
活
用
水
と
し
て
使
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
特
に
嘉
永
三
年

｟
１
８
５
０
年
｠
に
下
川
原
用
水
路

が
完
成
し
、
よ
り
豊
富
な
水
が
使

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
大
雨
の
度
に
水
が
濁
り
、

衛
生
面
や
不
安
定
な
水
量
の
問
題

が
あ
り
、
水
道
事
業
に
着
手
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
高

原
町
で
は
飲
料
水
を
介
し
た
赤
痢

な
ど
の
感
染
症
や
寄
生
虫
へ
の
対

策
と
し
て
衛
生
環
境
の
改
善
は
急

務
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
事
業
着

手
に
向
け
て
高
原
町
が
提
出
し
た

陳
情
書
及
び
上
水
道
計
画
に
よ
る

と
『
昭
和
25
年
か
ら
昭
和
55
年
に

町
内
11
地
域
で
施
設
を
整
備
す
る
。

給
水
人
口
１
０
１
１
８
人
。
工
事

費
２
８
８
６
８
｟
千
円
｠。
水
道
料

月
10
㎥
ま
で
１
２
０
円
。』
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
民
の
重
要
な
生
活
基

盤
と
な
っ
て
い
る
上
水
道
は
、
こ

の
よ
う
に
戦
後
の
一
大
工
事
と
し

て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

整
備
に
着
手
し
た
当
時
は
、
工
事

用
機
械
や
技
術
が
ま
だ
遅
れ
て
い

た
時
代
で
あ
り
、
水
源
施
設
、
浄

水
場
、
配
水
池
を
整
備
し
、
町
内

全
域
に
隈
な
く
給
水
管
を
敷
設
す

る
こ
と
は
相
当
な
難
工
事
で
あ
っ

た
こ
と
が
予
想
で
き
ま
す
。
工
事

に
携
わ
っ
て
き
た
業
者
の
皆
さ
ん

と
ご
協
力
い
た
だ
い
た
町
民
の
皆

さ
ん
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
水
道
施
設
の
適
正
な

管
理
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
も
霧
島

山
の
恵
み
と
先
人
に
感
謝
し
な
が

ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
安
全
な

水
を
届
け
て
参
り
ま
す
。

初
鰹
薬
味
ふ
ん
だ
ん
客
を
待
つ

虚
子
の
忌
の
深み

や
ま山
霧
島
躑つ

つ
じ躅
ど
き

桜
咲
く
屋
根
修
理
す
む
集
会
所

曽
孫
飛
べ
武
将
兜
を
飾
り
け
り

竹
の
子
の
目
印
探
し
目
を
皿
に

口
げ
ん
か
言こ

と
だ
ま霊
踊
る
や
っ
こ
そ
う

草
笛
や
学
校
帰
り
友
と
吹
き

山
す
そ
に
一
本
元
気
山
ざ
く
ら

惑
わ
さ
れ
心
惹
か
れ
る
初
蝶
よ

宮
参
り
風
吹
き
渡
る
艶
さ
つ
き 今　

西　

由
美
子

坂　

元　

孝　

徳

佐
土
原　

武　

幸

横　

田　
　
　

修

内　

村　

登
志
美

入　

佐　

典　

子

田　

中　

廣　

子

岩　

崎　

冨
美
子

小　

村　

明　

子

中　

園　

直　

子

五
月
号 

　
　
　
高
原

高
原
町
の
90
年
を
振
り
返
る

　
　
　
　
〜
上
水
道
施
設
整
備
〜

防災関連連載　　Vol.53

「高原町メールサービス」では、防災関連情報をメール配信しています。    

下記の URL に空メールを送るか、右記の QR コードを読み取る事で、登録することができます。

町民の皆さんの登録をお願いします。

URL:t-takaharu@sg-p.jp( 空メールをお送りください。）

出水期への備え

　まもなく出水期を迎えます。出水期に向けた準備

はお済みでしょうか。

　集中豪雨や台風災害などによる風水害は、年々規

模が大きくなる傾向で、その被害状況も激甚化して

います。防災気象情報などに注意を払いながら、危

険だと感じる場合は迷わず避難を行いましょう。

　避難について、土砂災害の危険がある区域では、

『立ち退き避難』が原則です。大雨や台風襲来時には、

町がその都度指定して開設する避難所（エリアメー

ルやテレビなどでお知らせします。）に避難をお願

いします。

　また、町が指定して開設する避難所以外にも、安

全な親戚・知人宅への避難や地域で独自に安全な

避難場所を設けるなどの方法もあります。

　本町では大雨によるがけ崩れや土石流の発生が

懸念される場所があり、県により土砂災害警戒区域

の設定がなされています。昨年６月に配布したハ

ザードマップにも記載していますので、ご自宅がこ

れらの地域に該当する場所か確認をお願いします。

　

【土砂災害警戒区域（イエローゾーン）】

　土砂災害が発生した場合は住民に危害が生じる

おそれがある区域のことです。

【土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）】

　土砂災害警戒区域のうち、土砂災害が発生した場

合に建築物が壊れて住民に著しい危害が生じるお

それがある区域のことです。

【土砂災害警戒情報】

　土砂災害がいつ発生してもおかしくない状況と

なったときに、対象となる地域を特定して警戒を呼

び掛ける情報です。県と気象庁が共同で発表します。

この情報が出たら特に注意が必要です。

　現在は、気象のデータの解析等が年々発達してき

ており、各メディアから様々な情報の取得が可能と

なっています。常に最新の気象情報を取得して災害

に備えていただくようお願いします。

　万一、異常現象を発見した場合は、役場総務課危

機管理係へご連絡ください。

お問い合わせ先

  　町民課保険係　　☎42-１０６７

～ 各種健診受付のご案内 ～～ 各種健診受付のご案内 ～

　　

　　　

　６月１日から特定・長寿・わけもん健診が次の

とおり始まります。多くの方のお申込みをお願いし

ます。

　なお、特定健診及び長寿健診の場合は、健診料の自

己負担金は頂きません。

　また、わけもん健診については、健診料の自己負担

金500円のお支払いをお願いします。　

　

１　特定・長寿健診の受診について

〇個別健診について

　都合の良い日時を選択し、西諸管内の指定医療機

関で受診してください。受診の前に、ほほえみ館が発

行する受診券の交付を受ける必要があります。

〇集団健診について（健診場所と健診日）

ほほえみ館：８月19日、10月27日、12月15日

鹿児山農業構造改善センター：８月20日

上後川内地区多目的活動施設：８月21日

南狭野活性化センター　　　：８月22日

下広原構造改善センター　　：８月23日

※わけもん健診の健診場所及び健診日も同様

２　各種健診の対象者について

〇特定健診対象者：高原町国民健康保険の加入者

で40歳から74歳までの方

〇長寿健診対象者：高原町に住民登録のある後期

高齢者医療保険加入の方

〇わけもん健診対象者：高原町に住民登録のある20

歳から39歳までの方

12広報たかはる
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町民の皆さんの登録をお願いします。

URL:t-takaharu@sg-p.jp( 空メールをお送りください。）

出水期への備え

　まもなく出水期を迎えます。出水期に向けた準備

はお済みでしょうか。

　集中豪雨や台風災害などによる風水害は、年々規

模が大きくなる傾向で、その被害状況も激甚化して

います。防災気象情報などに注意を払いながら、危

険だと感じる場合は迷わず避難を行いましょう。

　避難について、土砂災害の危険がある区域では、

『立ち退き避難』が原則です。大雨や台風襲来時には、

町がその都度指定して開設する避難所（エリアメー

ルやテレビなどでお知らせします。）に避難をお願

いします。

　また、町が指定して開設する避難所以外にも、安

全な親戚・知人宅への避難や地域で独自に安全な

避難場所を設けるなどの方法もあります。

　本町では大雨によるがけ崩れや土石流の発生が

懸念される場所があり、県により土砂災害警戒区域

の設定がなされています。昨年６月に配布したハ

ザードマップにも記載していますので、ご自宅がこ

れらの地域に該当する場所か確認をお願いします。

　

【土砂災害警戒区域（イエローゾーン）】

　土砂災害が発生した場合は住民に危害が生じる

おそれがある区域のことです。

【土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）】

　土砂災害警戒区域のうち、土砂災害が発生した場

合に建築物が壊れて住民に著しい危害が生じるお

それがある区域のことです。

【土砂災害警戒情報】

　土砂災害がいつ発生してもおかしくない状況と

なったときに、対象となる地域を特定して警戒を呼

び掛ける情報です。県と気象庁が共同で発表します。

この情報が出たら特に注意が必要です。

　現在は、気象のデータの解析等が年々発達してき

ており、各メディアから様々な情報の取得が可能と

なっています。常に最新の気象情報を取得して災害

に備えていただくようお願いします。

　万一、異常現象を発見した場合は、役場総務課危

機管理係へご連絡ください。

お問い合わせ先

  　町民課保険係　　☎42-１０６７

～ 各種健診受付のご案内 ～～ 各種健診受付のご案内 ～

　　

　　　

　６月１日から特定・長寿・わけもん健診が次の

とおり始まります。多くの方のお申込みをお願いし

ます。

　なお、特定健診及び長寿健診の場合は、健診料の自

己負担金は頂きません。

　また、わけもん健診については、健診料の自己負担

金500円のお支払いをお願いします。　

　

１　特定・長寿健診の受診について

〇個別健診について

　都合の良い日時を選択し、西諸管内の指定医療機

関で受診してください。受診の前に、ほほえみ館が発

行する受診券の交付を受ける必要があります。

〇集団健診について（健診場所と健診日）

ほほえみ館：８月19日、10月27日、12月15日

鹿児山農業構造改善センター：８月20日

上後川内地区多目的活動施設：８月21日

南狭野活性化センター　　　：８月22日

下広原構造改善センター　　：８月23日

※わけもん健診の健診場所及び健診日も同様

２　各種健診の対象者について

〇特定健診対象者：高原町国民健康保険の加入者

で40歳から74歳までの方

〇長寿健診対象者：高原町に住民登録のある後期

高齢者医療保険加入の方

〇わけもん健診対象者：高原町に住民登録のある20

歳から39歳までの方
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

第
35
回
歯
と
健
康
・

　
　
　
　
　
み
ん
な
の
集
い

　
小
林
え
び
の
西
諸
歯
科
医
師
会
の
主

催
で
、
第
35
回
歯
と
健
康
・
み
ん
な
の
集

い
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
６
月
15
日｟
土
｠

　
午
後
２
時
～
午
後
４
時｟
受
付
時
間
｠

○
会
場
　
小
林
中
央
公
民
館

○
内
容

　
歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る
図
画
・
ポ

ス
タ
ー
・
啓
発
標
語
の
展
示
、
フ
ッ
化

物
塗
布
、
歯
み
が
き
指
導
、
歯
の
健
康

相
談
、
成
人
歯
科
健
診
、
妊
婦
歯
科
健

診
、
口
腔
が
ん
・
粘
膜
疾
患
検
診
、
栄

養
相
談
、
宮
崎
歯
科
技
術
専
門
学
校
の

案
内
・
相
談

○
費
用
　
す
べ
て
無
料

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
下
村
歯
科
医
院

　
☎
23‐

７
１
１
８

裁
判
所
の

　
　
紛
争
解
決
手
続
の
ご
案
内

　
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
『
憲
法
週

間
』
で
す
。
小
林
簡
易
裁
判
所
で
は
、
裁
判

の
ほ
か
、
次
の
手
続
が
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

〇
民
事
調
停
手
続

　
金
銭
や
近
隣
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

に
つ
い
て
、
話
合
い
に
よ
る
互
譲
で
解
決

を
図
る
手
続
で
す
。

①
申
立
て
は
自
分
で
で
き
る
。

②
調
停
委
員
会
の
も
と
で
、
話
合
い
に
よ

り
実
情
に
合
っ
た
解
決
を
目
指
す
。

③
裁
判
に
比
べ
て
手
数
料
が
低
額
。

④
調
停
は
非
公
開
で
行
わ
れ
る
。

〇
支
払
督
促
手
続

　
書
面
の
提
出
の
み
で
、
相
手
方
に
金
銭

支
払
い
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
手
続

で
す
。

①
金
銭
の
請
求
に
限
る
。

②
裁
判
に
比
べ
て
手
数
料
が
低
額
。

③
書
類
審
査
だ
け
の
手
続
。
原
則
と
し
て

出
頭
不
要
だ
が
、
相
手
か
ら
不
服
申
立

て
が
あ
る
と
裁
判
に
移
行
す
る
。

※

離
婚
、
相
続
等
に
関
す
る
家
庭
裁
判
所

の
手
続
は
取
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
手

続
案
内
は
無
料
で
で
き
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
小
林
簡
易
裁
判
所

　
☎
23‐

２
３
０
９

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
｟
土
日
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
｠

え
び
の
自
衛
隊
創
立
43
周
年

　
　
　
　
記
念
行
事
に
つ
い
て

　
え
び
の
自
衛
隊
は
、
創
立
43
周
年
記

念
行
事
を
開
催
し
ま
す
。
記
念
行
事
は
、

２
部
構
成
に
よ
り
、
２
日
間
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〖
第
１
部
〗

〇
日
時
　
５
月
25
日
｟
土
｠

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

〇
場
所
　
県
道
飯
野
停
車
場
線

　
｟
Ａ
コ
ー
プ
い
い
の
店
か
ら
鹿
児
島
銀

　
行
え
び
の
支
店
ま
で
｠

〇
内
容

　
第
８
音
楽
隊
等
演
奏
、
市
中
パ
レ
ー

　
ド
、
装
備
品
展
示

〖
第
２
部
〗

〇
日
時
　
５
月
26
日
｟
日
｠

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

〇
場
所
　
え
び
の
駐
屯
地

〇
内
容

観
閲
式
・
観
閲
行
進
・
観
閲
飛
行
、

音
楽
演
奏
、
戦
闘
訓
練
展
示
、
太
鼓

演
奏
、
野
外
売
店
、
ミ
ニ
制
服
試
着
、

装
備
品
展
示
、
体
験
搭
乗
な
ど

※

天
候
等
に
よ
り
一
部
変
更
や
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
え
び
の
駐
屯
地
広
報
室

　
☎
33‐

３
９
０
４

Town　Information

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　
　
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

　
仕
事
や
学
業
な
ど
で
、
平
日
に
窓
口
へ

来
ら
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
次
の
日
程
で

休
日
の
窓
口
開
設
を
実
施
し
ま
す
。

〖
５
月
の
休
日
開
庁
〗　

　※

事
前
予
約
が
必
要

○
日
時
　
５
月
26
日｟
日
｠

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

　
｟
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
｠

○
場
所
　
高
原
町
役
場
１
階

　
町
民
課
住
民
係

○
予
約
締
切
日
　
５
月
22
日｟
水
｠

　
午
後
５
時
ま
で

※

定
員
に
な
り
次
第
、
予
約
を
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
注
意
事
項

・
休
日
開
庁
に
つ
い
て
は
予
約
制
で
す

の
で
、必
ず
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約
が
０
件
の
場
合
、
開
庁
い
た

し
ま
せ
ん
。

・
正
面
玄
関
は
施
錠
さ
れ
て
い
る
た
め
、

役
場
西
側
｟
小
学
校
側
｠
か
ら
お
入
り

く
だ
さ
い
。

・
窓
口
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

関
す
る
手
続
き
の
み
受
付
け
ま
す
。
紛

失
等
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
再
交
付
｟
有
料
｠
は
、
平
日
の
み
の
受

付
け
と
な
り
ま
す
。
各
種
証
明
書
の
発

行
や
住
民
異
動
届
は
受
付
け
で
き
ま

せ
ん
。

・
15
歳
未
満
の
方
の
手
続
き
は
、
法
定
代

理
人
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。
本
町

の
シ
ス
テ
ム
に
て
同
一
世
帯
の
続
柄

が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
法
定
代
理

人
と
本
人
の
関
係
を
確
認
で
き
る
戸

籍
謄
本
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
課
住
民
係

　
☎
42‐

１
０
６
７

　
Ｅ
メ
ー
ル

　cyoumin@town.takaharu.lg.jp

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
に
つ
い
て

　
銃
砲
刀
剣
類
に
つ
い
て
は
原
則
所
持

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
美
術
品
も

し
く
は
骨
董
品
と
し
て
価
値
が
あ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等

取
締
法
｟
銃
刀
法
｠
に
基
づ
き
登
録
す

る
こ
と
に
よ
り
所
持
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
ま
す
。
家
屋
等
か
ら
古
い
刀
剣
等

が
出
て
来
た
場
合
は
、
所
轄
警
察
署
に

届
け
出
た
上
、
登
録
審
査
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
令
和
６
年
度
は
次

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

○
日
時

　
令
和
６
年
５
月
16
日
｟
木
｠…

①

　
　
　
　
　
８
月
21
日
｟
水
｠…

②

　
　
　
　
　
11
月
22
日
｟
金
｠…

③

　
令
和
７
年
２
月
３
日
｟
月
｠…

④

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

○
場
所

　
県
庁
７
号
館
４
階
７
４
３
・
７
４
４
号
室｟
①
｠

　
防
災
庁
舎
５
階
52
・
53
号
室｟
②
④
｠

　
防
災
庁
舎
７
階
75
・
76
号
室｟
③
｠

　※

日
程
に
よ
り
場
所
が
異
な
り
ま
す
。

○
そ
の
他

・
審
査
時
に
持
参
す
る
も
の
等
に
つ
い

て
は
、
次
の
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
宮
崎
県
教
育
庁
文
化
財
課

　
☎
０
９
８
５‐

26‐

７
２
５
０

５
月
は
自
動
車
税｟
種
別
割
｠

　
　
　
　
を
納
め
る
月
で
す
！

　
自
動
車
税
｟
種
別
割
｠
は
、
４
月
１
日
現

在
で
宮
崎
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い

る
自
動
車
の
所
有
者
又
は
、
使
用
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

　
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
、
５
月
31
日

｟
金
｠
ま
で
に
自
動
車
税
｟
種
別
割
｠
を
納

め
ま
し
ょ
う
。

　
納
付
は
、
金
融
機
関
、
県
税
・
総
務
事

務
所
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
ほ
か
、

ご
自
宅
等
で
も
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
納
め

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
の
納
付
は
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
｟
Ｐ
Ａ
Ｙ
Ｐ

Ａ
Ｙ
、
楽
天
ペ
イ
、ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ
な
ど
、
約

20
種
類
が
対
応
可
能
｠、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ

が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
県
の
自
動
車
種
別
割
を
５
月
31

日
｟
金
｠
ま
で
に
納
税
さ
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、
協
賛
店
に
て
領
収
証
書
等
を
提
示

す
る
と
、
特
典
サ
ー
ビ
ス
の
宮
崎
県
自
動

車
税
種
別
割
『
早
め
が
い
っ
ち
ゃ
が
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
』
を
利
用
で
き
ま
す
。
納
期
内

に
納
付
を
行
い
、
お
得
な
特
典
を
ゲ
ッ
ト

し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使

用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要

件
に
該
当
す
る
場
合
、
納
期
限
ま
で
に
申

請
す
れ
ば
、
自
動
車
税
｟
種
別
割
｠
が
減
免

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
小
林
県
税
・
総
務
事
務
所

　
☎
23‐

３
１
９
４

お
知
ら
せ

まちの掲示板

14広報たかはる



第
35
回
歯
と
健
康
・

　
　
　
　
　
み
ん
な
の
集
い

　
小
林
え
び
の
西
諸
歯
科
医
師
会
の
主

催
で
、
第
35
回
歯
と
健
康
・
み
ん
な
の
集

い
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
６
月
15
日｟
土
｠

　
午
後
２
時
～
午
後
４
時｟
受
付
時
間
｠

○
会
場
　
小
林
中
央
公
民
館

○
内
容

　
歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る
図
画
・
ポ

ス
タ
ー
・
啓
発
標
語
の
展
示
、
フ
ッ
化

物
塗
布
、
歯
み
が
き
指
導
、
歯
の
健
康

相
談
、
成
人
歯
科
健
診
、
妊
婦
歯
科
健

診
、
口
腔
が
ん
・
粘
膜
疾
患
検
診
、
栄

養
相
談
、
宮
崎
歯
科
技
術
専
門
学
校
の

案
内
・
相
談

○
費
用
　
す
べ
て
無
料

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
下
村
歯
科
医
院

　
☎
23‐

７
１
１
８

裁
判
所
の

　
　
紛
争
解
決
手
続
の
ご
案
内

　
５
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
『
憲
法
週

間
』
で
す
。
小
林
簡
易
裁
判
所
で
は
、
裁
判

の
ほ
か
、
次
の
手
続
が
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

〇
民
事
調
停
手
続

　
金
銭
や
近
隣
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

に
つ
い
て
、
話
合
い
に
よ
る
互
譲
で
解
決

を
図
る
手
続
で
す
。

①
申
立
て
は
自
分
で
で
き
る
。

②
調
停
委
員
会
の
も
と
で
、
話
合
い
に
よ

り
実
情
に
合
っ
た
解
決
を
目
指
す
。

③
裁
判
に
比
べ
て
手
数
料
が
低
額
。

④
調
停
は
非
公
開
で
行
わ
れ
る
。

〇
支
払
督
促
手
続

　
書
面
の
提
出
の
み
で
、
相
手
方
に
金
銭

支
払
い
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
手
続

で
す
。

①
金
銭
の
請
求
に
限
る
。

②
裁
判
に
比
べ
て
手
数
料
が
低
額
。

③
書
類
審
査
だ
け
の
手
続
。
原
則
と
し
て

出
頭
不
要
だ
が
、
相
手
か
ら
不
服
申
立

て
が
あ
る
と
裁
判
に
移
行
す
る
。

※

離
婚
、
相
続
等
に
関
す
る
家
庭
裁
判
所

の
手
続
は
取
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
手

続
案
内
は
無
料
で
で
き
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
小
林
簡
易
裁
判
所

　
☎
23‐

２
３
０
９

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
｟
土
日
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
｠

え
び
の
自
衛
隊
創
立
43
周
年

　
　
　
　
記
念
行
事
に
つ
い
て

　
え
び
の
自
衛
隊
は
、
創
立
43
周
年
記

念
行
事
を
開
催
し
ま
す
。
記
念
行
事
は
、

２
部
構
成
に
よ
り
、
２
日
間
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〖
第
１
部
〗

〇
日
時
　
５
月
25
日
｟
土
｠

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

〇
場
所
　
県
道
飯
野
停
車
場
線

　
｟
Ａ
コ
ー
プ
い
い
の
店
か
ら
鹿
児
島
銀

　
行
え
び
の
支
店
ま
で
｠

〇
内
容

　
第
８
音
楽
隊
等
演
奏
、
市
中
パ
レ
ー

　
ド
、
装
備
品
展
示

〖
第
２
部
〗

〇
日
時
　
５
月
26
日
｟
日
｠

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

〇
場
所
　
え
び
の
駐
屯
地

〇
内
容

観
閲
式
・
観
閲
行
進
・
観
閲
飛
行
、

音
楽
演
奏
、
戦
闘
訓
練
展
示
、
太
鼓

演
奏
、
野
外
売
店
、
ミ
ニ
制
服
試
着
、

装
備
品
展
示
、
体
験
搭
乗
な
ど

※

天
候
等
に
よ
り
一
部
変
更
や
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
え
び
の
駐
屯
地
広
報
室

　
☎
33‐

３
９
０
４
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最
終
頁
の
裁
ち
落
と
し
注
意

３
㎜
ず
ら
さ
な
い

現住人口調査

令和６年４月１日現在

人口の動き

町の現住人口 前月比 前年同月比

総人口

男

女

世帯数

(人 )

( 人 )

( 人 )

( 世帯 )

7,980

3,783

4,197

3,610

-82 -249

-49 -135

-33 -114

-19 -57

転入 22

転出 92 死亡 15

出生 ３

●お問い合わせ先

　警察安全相談　☎ ＃９１１０　

　小林警察署　☎ 23－０１１０ 

３月の交通事故発生状況

３月の出動状況

１１０番
　　　だより

１１９番
　　　だより

物損　　15

人身　　１ 年計　　７

年計　  45

　不審に思ったりトラブルに遭った場合は、警察安全

相談又は最寄りの警察署にご連絡ください。

●中央公民館図書室

　開室時間　平日　８：30 ～ 17：00　休日　10：00 ～ 16：00

　５月の閉室日　 ３日（金・祝）、４日（土・祝）、５日（日・祝）、６日（月）

　６月の閉室日　 なし

　※急遽、休みになる場合がございます。ご了承ください。

●お問い合わせ先　

　教育総務課社会教育係

　☎ 42-１４８４

まだ見ぬ一冊に

　　　　出会う旅

オススメ新着本

役場 分館 高原小学校

高原
病院

町体
育館

図書室
★

　３月中、高原町で火災

はありませんでした。

　引き続き、火の取扱いには十分注意しましょう。

火災　　０

救急　　37 年計　 121

年計　　４

　著者の田中康弘氏は、日本全国

の農林水産業の現場を取材する

フリーカメラマン。特に秋田県の

阿仁をはじめとする東北各地の

マタギ等の狩猟者への取材につ

いては造詣が深く、取材経験を活

かした『マタギ体験塾』や、Youtube配信等が有名です。

　こういった山に関わる人々を取材する過程で生まれ

たのが、この『山怪』。読んで字の如く山にまつわる怪異。

『怪異』と聞くと怖い話と思われがちですが、この『山

怪』は、山で起こった不可思議な出来事と言った方が良

いかも知れません。ただ、不可思議と思う人が誰なのか。

怖い話は、語る人も読む人も怖い（あるいは不可思議）

と感じるのですが、この『山怪』は、語る人達がそれを怖

い・不可思議と捉えておらず、むしろ日常よくある事

として捉えているところが他の怪異本と一線を画して

いるでしょうか。例えば、いわゆる狐や狸に化かされる

話は、一般の人にとっては充分不可思議な話ですが、作

中でそれを語る人々にとっては、不可思議に相当しな

い当たり前の日常であるため、著者が聴き取りに非常

に苦労しているようです。

　シリーズ累計30万部を突破した『山怪』シリーズの第

４弾が、この『山怪〈朱〉』。これほど山にまつわる話が今

もまだあるのかというのも驚きですが、著者は、取材を

『時間との闘い』と表現しているように、こういった話

を持つ人が確実に減っている現実を見ると、単なる怪

異譚収集にはとどまらない、山の記憶を残す民俗学の

研究にも通じる本であるとも言えます。

　本町も、30年前は狐狸の類や山の不可思議な話はよ

く聞かれましたが、今ではそれを語る人はほとんどい

ません。これは、本町のみならず、どこでも起こってい

る事です。伝承の大事さを考えさせられる１冊です。

山怪〈朱〉

著者／田中　康弘　　出版社／山と渓谷社

その『副業』犯罪じゃない！？

　最近では、ECサイトやフリマサイトでの犯罪に加担

させる副業の募集が散見されます。SNSなどの副業募集

には『高額報酬』などの言葉であなたを巧みに誘い、犯

罪グループの一員として利用するものがありますので

注意しましょう。

　　商品を
　　　買うだけ

　　荷物を
　　受け取るだけ

　　アカウント
　　を貸すだけ

他人のクレカを
使わせる！

不正購入品の
受け取り！

アカウントで
不正売買！

実は…実は…実は…
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5 月のカレンダー

　

４
月
に
入
り
、
よ
う
や
く
暖
か

な
陽
射
し
が
心
地
よ
い
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
桜
の
花
も
散
り
、
新

緑
が
ま
ぶ
し
い
こ
の
頃
、
私
も
広

報
担
当
と
し
て
（
石
ヶ
野
と
２
人

体
制
と
な
り
ま
す
。）、
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

広
報
担
当
と
し
て
、
皆
さ
ん
に

お
伝
え
す
る
役
割
を
担
う
こ
と

に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
共

に
、
大
変
ワ
ク
ワ
ク
し
て
お
り
ま

す
。

　

皆
さ
ん
に
高
原
町
の
魅
力
を
、

分
か
り
や
す
く
、
そ
し
て
親
し

み
や
す
く
お
伝
え
で
き
る
よ
う
、

日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
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の
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感
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極
的
に
取
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入
れ
、
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り
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い
広
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を
目
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い
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の
で
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く
お
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い
い
た
し
ま
す
。
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い
ス
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フ

を
付
け
た
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か
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お

声
掛
け
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だ
さ
い
。

　 

田
原
雄
太
郎

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

2 木
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

3 金 ● 憲法記念日

4 土 ● みどりの日

5 日 ● こどもの日

6 月 ● 振替休日

7 火

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

子牛郡品評会 西諸畜連 農畜産
振興課

8 水 廃プラリサイクルの日 各ごみ収集所 8:30まで 町民課

9 木

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課
成牛セリ市（妊娠牛・
乳子牛・和牛ET） 西諸畜連 農畜産

振興課
10 金

11 土
トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

子牛セリ市 西諸畜連 農畜産
振興課

12 日

リサイクル・有害・その他
のごみの日

各リサイクル
集積所 7:30 ～ 9:00 町民課

子牛セリ市 西諸畜連 農畜産
振興課

13 月
古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区

の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

子牛セリ市 西諸畜連 農畜産
振興課

14 火

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課
母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

15 水
廃プラリサイクルの日 各ごみ収集所 8:30まで 町民課
オレンジカフェたかはい
さの

南狭野区
東前野班 14:00 ～ 16:00 福祉課

16 木

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

17 金 古紙リサイクルの日 もやせるごみ集積地区
の各ごみ集積所 8:30まで 町民課

18 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課
19 日

20 月

21 火

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

乳児健診 ほほえみ館
（和室）

13:00 ～ 13:30
受付 健康課

7月セリ子牛BL採血検査 町内一円 農畜産
振興課

皇子原学園開級式 中央公民館 9:30 ～ 11:00 教育総務課

日 曜 内　　容 場　　所 時　間 担当課

22 水
廃プラリサイクルの日 各ごみ収集所 8:30まで 町民課

子牛生産検査・予防注射 町内一円 農畜産
振興課

23 木

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

子牛生産検査・予防注射 町内一円 農畜産
振興課

24 金 子牛生産検査・予防注射 町内一円 農畜産
振興課

25 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

26 日

27 月

28 火

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課
母子健康手帳交付 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
オレンジカフェたかはい
上麓

上麓区
霧島団地前班 10:00 ～ 12:00 福祉課

29 水
廃プラリサイクルの日 各ごみ収集所 8:30まで 町民課

成牛セリ市（妊娠牛） 西諸畜連 農畜産
振興課

30 木
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

31 金 育児学級 ほほえみ館
（和室） 10:00 ～ 健康課

6 月のカレンダー

1 土 トレーニングコース ほほえみ館 13:00 ～ 18:00 健康課

2 日

3 月

4 火

肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課
畜産共進会西諸一次予選
（種牛の部） 西諸畜連 農畜産

振興課
5 水

6 木
肩こり腰痛予防教室 ほほえみ館 9:30 ～ 11:30 健康課
トレーニングコース ほほえみ館 17:30 ～ 21:00 健康課

7 金 子牛品評会 高原畜産
振興センター

農畜産
振興課

今月は、 固定資産税 （１期）、

軽自動車税 （全期） の納期です。

高原町ホームページ
ＱＲコード

編
集
後
記
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広
報

※企業版ふるさと納税のベネフィットとして掲載しています。

　弊社は株式会社長友総研と申しまして、主に

不動産鑑定評価、固定資産税の評価支援、補償コ

ンサルタントの事業を行っております。

　今回、弊社50周年記念事業の一環として寄附

をさせていただきました。今回の寄附金が高原

町の発展に役に立っていただければ幸いです。

代表取締役社長 長友 岳夫 　 寄附額 50万円

林　
りょうすけ

亮佑 選手（並木区出身）林　
りょうすけ

亮佑 選手（並木区出身）

　林選手は、大分県の明豊高等学校野球部

の選手として、第 96 回選抜高等学校野球

大会（春の甲子園）に出場しました。

　１回戦は、６番サードのスターティング

メンバーとして出場し、接戦の末、見事勝

利を収めました。チームは続く２回戦で、

今大会優勝の健大高崎高校に４－０で敗

れましたが、甲子園という大舞台で堂々と

闘う姿は見るものに力を与えてくれまし

た。林選手は現在２年生で、今後ますます

の活躍が期待されます。

　林選手は、大分県の明豊高等学校野球部

の選手として、第 96 回選抜高等学校野球

大会（春の甲子園）に出場しました。

　１回戦は、６番サードのスターティング

メンバーとして出場し、接戦の末、見事勝

利を収めました。チームは続く２回戦で、

今大会優勝の健大高崎高校に４－０で敗

れましたが、甲子園という大舞台で堂々と

闘う姿は見るものに力を与えてくれまし

た。林選手は現在２年生で、今後ますます

の活躍が期待されます。

facebook X（旧 twitter）

　暮らしに役立つ情報の他、観光、商工業などの

ルンルンと楽しくなるような高原町のスポッ

トや食べ物、イベントなども発信しています！

高原町のＳＮＳをぜひご覧ください！
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